
令和5年度 技術移転に係わる目利き人材育成プログラム　「バリュープロデュースコース」 タイムテーブル

（注）講師およびカリキュラムにつきましては、都合により一部変更する場合があります。

研修会場　：　科学技術振興機構 東京本部別館 2F会議室A （東京都千代田区五番町7　K's五番町）HP：https://www.jst.go.jp/koutsu.html　

定員　　　：　30名

開催期間　：　令和5年7月26日（水）・27日（木）

（講師名：敬称略）                                                                                             

9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00

9:15 9:40 10:00 11:10 12:10 13:00 14:10 16:10 17:00

9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00

9:30 11:10 12:00 13:00 15:20 15:30 16:30

バリュープロデュースコース

課程・講師名 日程 会場

休
憩

休
憩

第1回
産学官連携の全体俯瞰と

事業化へのロードマッピング

7／26
（水）

振
り
返
り
シ
ー

ト
記
入
・
解
散

【開講挨拶】
小長谷 幸
　科学技術振興機構 人財部
　　科学技術イノベーション人材育成室 室長

【講師】
各務 茂夫
　東京大学 大学院工学系研究科 教授
　　産学協創推進本部 副本部長
　　日本ベンチャー学会 会長

廣瀬 雄大
　ブロードフォード株式会社 代表取締役
 
※グループ討議担当講師
増田 亜由美
　大阪公立大学 知的財産マネジメントオフィス URA
福井 達雄
　ダイバーテクノロジー株式会社 取締役 CFO
久納 弘幸
　株式会社AIST Solutions （産総研グループ）
　コーディネート事業本部　連携企画部
亀上 知世子
　電気通信大学 情報理工学研究科 産学官連携研究員
   リパスティ　代表
出田 光太郎
   佐賀大学 リージョナル・イノベーションセンター
　シニアURA

東京大学
各務 茂夫

研修で取り扱う
技術シーズ提供者

ブロードフォード株式会社
廣瀬 雄大

廣瀬 雄大
（増田・福井・久納・亀上・出田）

JST
東京本部
別館2F
会議室Ａ

受
　
付

主
催
者
 

開
講
挨
拶

趣
旨
説
明
・
注
意
事
項

［講義①］

産学官連携活動の
全体俯瞰

グループ発表

産学官連携の実務者が学ぶべ
き視点を把握する。また、グ
ローバル化が進む中で、世界
を取り巻く情勢を踏まえ、そ
れぞれの地域でイノベーショ
ン創出に向けた活動展開が期
待される目利き人材の要件に
ついて学び、産学官連携を全
体俯瞰する。

本コースで具体的に検討を進
める技術シーズをご提供いた
だいた研究者へのヒアリング
を行う。ヒアリング内容をグ
ループ討議に活かし、社会実
装へのシナリオ構築へと進め
る。

将来ビジョンと現在を繋ぐた
めの道筋を設計するロード
マッピングを学ぶ。戦略やシ
ナリオを検討する際のロード
マッピングの有効性や戦略立
案のためのポイントを押さえ
る。

研究成果の事業化に向け、具体的な技術シーズを題材と
してグループ討議を行う。事業化へ向けてロードマッピ
ングを行い、市場への展開や共同研究などに至るまでの
プロセス、課題点などを抽出する。また、研究者や技術
シーズの印象、事前課題や討議過程で気づいた不明点、
実務上の課題などを共有し、課題解決への糸口を探る。

グループ討議で取りまと
めた結果をグループごと
に発表する。各グループ
が行ったロードマッピン
グから、幅広いアイデア
や各フェーズへ進めるた
めのポイント等につい
て、共有する。

昼食休憩

［講義③］

事業プランニングの
ための

ロードマッピング

[グループ討議・発表]

具体的技術シーズを用いた
事業化ロードマップ展開への課題抽出

グループ討議

［講義②］

研究者ヒアリング

[グループ討議]

研究成果の選別
・評価

昼食休憩

課程・講師名 日程 会場

9:15

研究成果から事業化展開を進めるためには、
研究成果の技術面や研究者の人物面を把握
し、事業化へ向かうための研究成果の選別・
評価を行うことが重要である。研究成果の選
別・評価の実践的手法である「トリアージ
法」を用いて、抜け漏れなく同一視点で研究
成果を横並びに評価し、選別する工程につい
て、検討のポイントを具体的に学ぶ。

事前課題や講義を踏ま
え、技術シーズの事業化
の可能性について評価・
検討を行う。

【講師】
尾谷 敬造
　神奈川大学 研究推進部 産学官連携課
　産学官連携コーディネーター

※グループ討議担当講師
増田 亜由美
　大阪公立大学 知的財産マネジメントオフィス URA
福井 達雄
　ダイバーテクノロジー株式会社 取締役 CFO
久納 弘幸
　株式会社AIST Solutions （産総研グループ）
　コーディネート事業本部 連携企画部
亀上 知世子
　電気通信大学 情報理工学研究科 産学官連携研究員
   リパスティ　代表
出田 光太郎
   佐賀大学 リージョナル・イノベーションセンター
　シニアURA

神奈川大学
尾谷 敬造

（増田・福井・久納
・亀上・出田） （増田・福井・久納・亀上・出田）

グループ討議

休憩

グループ発表

休
憩

第2回
研究成果の選別・評価

7／27
（木）

JST
東京本部
別館2F
会議室Ａ

受
　
付

［講義①］

研究成果の選別・評価

午前に引き続き、技術シーズの事業化の可能性について評価・検討を行
う。また、第1回のグループ討議で実施したロードマッピングと照らし合
わせながら、事業化に向けて、今後どのように研究成果を進展させるべ
きか活動方針を決める。

グループ討議で取りまとめた
結果をグループごとに発表す
る。各グループが検討したト
リアージ表から、幅広いアイ
デアや各フェーズへ進めるポ
イント等について、受講生お
よび講師間で共有する。

[グループ討議・発表]

研究成果の選別・評価

振
り
返
り
シ
ー

ト
記
入
・
解
散



令和5年度 技術移転に係わる目利き人材育成プログラム　「バリュープロデュースコース」 タイムテーブル

（注）講師およびカリキュラムにつきましては、都合により一部変更する場合があります。

研修会場　：　科学技術振興機構 東京本部別館 2F会議室A （東京都千代田区五番町7　K's五番町）HP：https://www.jst.go.jp/koutsu.html　

定員　　　：　30名

開催期間　：　令和5年10月11日（水）・12日（木）

（講師名：敬称略）                                                                                             

9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00

9:15 9:45 10:00 11:00 11:10 12:10 13:00 15:50 16:00 17:00

9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00

9:15 9:30 11:00 11:10 12:10 13:10 15:20 15:30 16:00 16:30

バリュープロデュースコース

課程・講師名 日程 会場

振
り
返
り
シ
ー

ト
記
入
・
解
散

【講師】
久保 浩三
　工業所有権情報・研修館 理事長

増田 亜由美
　大阪公立大学 知的財産マネジメントオフィス URA

※グループ討議担当講師
増田 亜由美
　大阪公立大学 知的財産マネジメントオフィス URA
福井 達雄
　ダイバーテクノロジー株式会社 取締役 CFO
久納 弘幸
　株式会社AIST Solutions （産総研グループ）
　コーディネート事業本部　連携企画部
亀上 知世子
　電気通信大学 情報理工学研究科 産学官連携研究員
   リパスティ　代表
出田 光太郎
   佐賀大学 リージョナル・イノベーションセンター
　　シニアURA

工業所有権情報・研修館

久保 浩三
 

大阪公立大学
増田 亜由美 （増田・福井・久納・亀上・出田）

第3回
知財戦略の検討

10／11
（水）

JST
東京本部
別館2F
会議室Ａ

受
　
付

趣
旨
説
明
・
注
意
事
項

［講義①］

大学等における
知財の意義と戦略

グループ討議

休
憩

グループ発表

大学等における知財の意義を
学び、大学等が知財とどう関
わっているか概観する。ま
た、研究成果を戦略的に権利
化し活用することの価値とそ
の具体的方法、国の施策や動
向とともに、今後求められて
くる知財・ノウハウ・標準
化・データの複合戦略も含め
た知財戦略の課題について考
える。

研究成果の成果導出に向けた
知財戦略や出口戦略を検討す
る上で重要となる特許調査や
パテントマップの作成を学
ぶ。さらに、知財分析に関し
てコーディネータやURAに求
められる知識とスキルについ
て理解を深める。

実際の技術シーズを用いて、特許調査やパテントマップ作成による整理・分析を行う。
知財の観点から今後の技術開発や事業化にあたっての課題を整理し、今後の方策をグ
ループで検討してまとめる。

グループ討議でまとめた結果
をグループごとに発表する。
知財戦略を検討する上でのポ
イント等について、講師およ
び受講者間で共有する。

休
憩

［講義②］

成果導出に向けた

特許調査等のポイント

昼食休憩

[グループ討議・発表]

知財戦略に向けたアプローチ

課程・講師名 日程 会場

振
り
返
り
シ
ー

ト
記
入
・
解
散

【講師】
鈴木 剛一郎
　株式会社イノベーションマネジメントコンサルティング
　代表
　経営コンサルタント

※グループ討議担当講師
増田 亜由美
　大阪公立大学 知的財産マネジメントオフィス URA
福井 達雄
　ダイバーテクノロジー株式会社 取締役 CFO
久納 弘幸
　株式会社AIST Solutions （産総研グループ）
　コーディネート事業本部　連携企画部
亀上 知世子
　電気通信大学 情報理工学研究科 産学官連携研究員
   リパスティ　代表
出田 光太郎
   佐賀大学 リージョナル・イノベーションセンター
　シニアURA

株式会社イノベーションマネジメント
コンサルティング

鈴木　剛一郎

鈴木　剛一郎
（増田・福井・久納・

亀上・出田）
鈴木　剛一郎

（増田・福井・久納・亀上・出田）

第4回
研究成果の付加価値の創出

１0／12
（木）

JST
東京本部
別館2F
会議室Ａ

受
　
付

［講義①］

実践的技術マーケティング手法
S-N変換法の活用

技術マーケティングの実践的手法である「S-
N変換法」を学ぶ。従来になかった価値（機
能・効能・効果）と未来の顧客を同定してい
くアプローチ手法を理解し、第三者が興味を
引くような技術紹介のヒントを掴む。

第３回まで検討してきた具体
的な技術シーズについて、S-
Ｎ変換法を用いて、要素技
術、機能・効能（できるこ
と）・用途・市場ニーズなど
の関係について整理する。

午前に続き、S-N変換法を用いて研究成果の価値創出について議論
を深める。さらに、新たな価値の創出に向けた方向性について検討
を行い、その結果を技術紹介シートにとりまとめる。

S-N変換法を用いてグループ
討議で実践し、まとめた結果
をグループごとに発表する。
用途や市場ニーズなどを抽出
し、各グループがどのような
市場を目指して事業化するの
かを共有し、第5回以降のグ
ループ討議に繋げる。

休
憩

[グループ討議]

S-N変換法を用いた
評価と研究成果の

価値創出

昼食休憩

[グループ討議・発表]

S-N変換法を用いた
評価と研究成果の価値創出

グループ討議 グループ討議

休
憩

グループ発表



令和5年度 技術移転に係わる目利き人材育成プログラム　「バリュープロデュースコース」 タイムテーブル

（注）講師およびカリキュラムにつきましては、都合により一部変更する場合があります。

研修会場　：　科学技術振興機構 東京本部別館 2F会議室A （東京都千代田区五番町7　K's五番町）HP：https://www.jst.go.jp/koutsu.html　

定員　　　：　30名

開催期間　：　令和5年12月13日（水）・14日（木）

（講師名：敬称略）                                                                                             

9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00

9:15 9:45 10:00 11:00 11:10 12:40 13:40 16:00 17:00

9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00

9:15 9:30 11:00 11:10 12:10 13:10 15:20 15:30 16:30

バリュープロデュースコース

課程・講師名 日程 会場

振
り
返
り
シ
ー

ト
記
入
・
解
散

【講師】
稲熊 律夫
　RE-DesignLab 代表
　慶應義塾大学 グローバルリサーチインスティテュート
　特任教授

大和 建太
　KAICO株式会社 代表取締役

※グループ討議担当講師
増田 亜由美
　大阪公立大学 知的財産マネジメントオフィス URA
福井 達雄
　ダイバーテクノロジー株式会社 取締役 CFO
久納 弘幸
　株式会社AIST Solutions （産総研グループ）
　コーディネート事業本部　連携企画部
亀上 知世子
　電気通信大学 情報理工学研究科 産学官連携研究員
   リパスティ　代表
出田 光太郎
   佐賀大学 リージョナル・イノベーションセンター
　シニアURA

RE-DesignLab
稲熊 律夫

KAICO株式会社
大和 建太

稲熊 律夫
（増田・福井・久納・亀上・出田）

第5回
事業化シナリオの策定①

12/13
(水)

JST
東京本部
別館2F
会議室Ａ

受
　
付

趣
旨
説
明
・
注
意
事
項

［講義①］

事業化シナリオの
策定

研究成果を活用・応用した製
品・サービスへの事業化シナ
リオに必要な項目（解決を図
りたいペイン・課題や想定す
る顧客等）のポイントについ
て学ぶ。

九州大学の研究成果や技術を元に起業した大
学発ベンチャーのKAICO株式会社。難発現性
タンパク質を大量生産できる生産プラット
フォームを商業的に構築し、低コスト生産の
実現や再生医療用研究試薬やワクチン、診断
薬など潜在需要に応えることが期待されてい
る。KAICO株式会社の事業計画や資金調達の
歩みから、シナリオ作成や課題解決のポイン
トを学ぶ。

第1回グループ討議から検討を進めてきた技術シーズを用いて事業
化へのシナリオを検討する。本技術を活用・応用した製品・サービ
スが提供する価値、想定する顧客とその数、競合する製品・サービ
ス、ビジネススキームなどを整理する。

グループ討議でまとめた事業
化シナリオについて、結果を
グループごとに発表する。シ
ナリオを作成する検討の過程
を共有し、事業化へ向かうた
めのポイントを整理する。

休
憩

［講義②］

事業化シナリオの実践事例①
～コーディネートのポイント～

昼食休憩

[グループ討議・発表]

事業化シナリオの策定
実践①

グループ討議

休
憩

グループ発表

課程・講師名 日程 会場

振
り
返
り
シ
ー

ト
記
入
・
解
散

修
了
証
授
与
式

【講師】
小林 宏
　東京理科大学 工学部機械工学科 教授
　株式会社イノフィス 創業者

※グループ討議総括
稲熊 律夫
　RE-DesignLab 代表
　慶應義塾大学 グローバルリサーチインスティテュート
　特任教授

※グループ討議担当講師
増田 亜由美
　大阪公立大学 知的財産マネジメントオフィス URA
福井 達雄
　ダイバーテクノロジー株式会社 取締役 CFO
久納 弘幸
　株式会社AIST Solutions （産総研グループ）
　コーディネート事業本部　連携企画部
亀上 知世子
　電気通信大学 情報理工学研究科 産学官連携研究員
   リパスティ　代表
出田 光太郎
   佐賀大学 リージョナル・イノベーションセンター
　　シニアURA

東京理科大学
小林 宏

稲熊 律夫
（増田・福井・

久納・亀上・出田）
稲熊 律夫

（増田・福井・久納・亀上・出田）

第6回
事業化シナリオの策定②

12/14
(木)

JST
東京本部
別館2F
会議室Ａ

受
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事業化シナリオの実践事例②
～研究者から見たVB創出のポイント～

どんな人でも動き続けることができるよう
様々な部位を補助する装置の開発を行ってい
る株式会社イノフィス。主力製品である腰補
助用「マッスルスーツ」の開発者であり、創
業者として技術開発を推進してきた研究者の
視点から、ビジュアルベーシック（VB）の創
出や体験した苦労、事業化にあたっての検討
ポイントなどを学ぶ。

第5回の検討を踏まえ、事業化
に向けての課題やリスク等の
整理と、今後取り組むべき技
術開発や知財戦略等を考え
る。

午前に続き、事業化シナリオ策定に向けて議論を深める。第1回か
ら様々な分析ツールを用いて検討してきた結果を、研究者や関係者
に提案する形の事業化シナリオとして取りまとめる。

完成したシナリオについて、
技術シーズの提供者である研
究者にプレゼンするつもりで
グループごとに発表する。
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事業化シナリオの策定
実践②

昼食休憩

[グループ討議・発表]
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